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アンケートについて

実施期間

回答者数

調査方法

回答率

テーマ

令和8年1月29日～2月28日

58人

87％（58人/67人）

インターネット経由での回答

認知症について

1

にんちしょう



答えてくれた方

2

男性 女性 回答しない 合計

小学生高学年 16名 21名 1名 38名

中学生 9名 11名 0名 20名

合計 25名 32名 1名 58名

男性
25（43％）

女性
32（55％）

小学生高学年
38（65％）

中学生
20（35％）

性別 学年
回答しない
１（２％）



（テーマ）認知症について

3

アンケート結果

【問1】認知症がどのような病気か知っていますか？

①知っている
28（48％）

認知症について、知っている、

聞いたことがあると答えた人が

多く、認知症という「言葉」が

知られていることが分かりまし

た。

③知らない
2（4％）

②聞いたことは
あるが、よく
知らない
28（48％）



（テーマ）認知症について

4

アンケート結果

【問1-2】認知症について、どこで見たことや聞いたことがありま
すか？（いくつでも）

16

38

16

12

0 10 20 30 40

④ 身近な人から聞いた

③ テレビ ・ インター

ネット ・本

②学校の授業

①家族や親せきにいる
テレビ・インターネット・本

などのメディアが多くのきっ

かけとなっていますが、身近

な家族にいたり、人から聞く

機会があることも分かりまし

た。



（テーマ）認知症について

5

アンケート結果

【問1-3】認知症についてどんなイメージを持っていますか ？（い
くつでも）

18

40

17

23

46

0 10 20 30 40 50

⑤不安になったり、どうし

ていいか分からなくなる

④道に迷ったり、お家が分

からなくなったりする

③ おじいちゃんやおばあ

ちゃんだけがなる病気

② だれでもなるかもしれ

ない

① もの忘れがひどくなる

もの忘れがひどくなる、道に

迷ったりするなどのほか、だれ

でもなるかもしれない病気との

イメージがあることが分かりま

した。

（自由意見）

・昨日のことは忘れる
・被害妄想が激しくなる
・気分の上下が激しくなる
・言ったことをすぐに忘れる



（テーマ）認知症について

6

アンケート結果

【問２】認知症という言葉を聞いたとき、どんな気持ちになります
か？

7

11

0

15

25

0 5 10 15 20 25 30

⑤よくわからない

④助けてあげたい

③自分には関係ない

②ちょっと怖い

①かわいそう ・ 大変

そう
かわいそう・大変そうとの意

見が多くある一方で、助けて

あげたいとの意見もありまし

た。自分には関係がないと答

えた人が、一人もいませんで

した。



（テーマ）認知症について
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アンケート結果

【問3】あなたのお家や、近くに住んでいる人に、認知症の人はい
ますか？

②いない
29
（50％）

認知症の人が近くにいない、よ

くわからないといった意見が多

くありました。

①いる
7（12％）

③よく分からない
22（38％）



（テーマ）認知症について
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アンケート結果

【問3-1】認知症の人と話をしたり、一緒にいるときに、どんなこ
とに気をつけていますか？（いくつでも）

3

4

1

2

5

4

0 1 2 3 4 5 6

⑥ どんなことに気をつけれ

ばいいかわからない

⑤ 前はできたことができな

くても、責めたりしない

④ 困ったことがないか、気

にかける

③ 話をしっかり聞く

②笑顔であいさつをする

①ゆっくり、わかりやすく

話す
笑顔であいさつをしたり、

ゆっくり、わかりやすく話す

など、認知症の人を気づかう

行動がみられました。

（自由意見）

・一緒のことを何度も言うけど、聞
いたよとは言わない

・思ったより気にしていない



（テーマ）認知症について
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アンケート結果

【問3-2】認知症の人と話をしたり、一緒にいるときに、どんなこ
とがむずかしいなと感じますか？（いくつでも）

2

4

0

3

1

0 1 2 3 4 5

⑤特にむずかしいことはな

い

④ 同じ話を何度もされる

と、どうしたらいいか困る

③どうやって助けたらいい

か、わからないことがある

②相手の言っていること

が、わからないことがある

① 何を話したらいいか、

わからないことがある
同じ話を何度もされると、ど

うしたらいいか困る、相手の

言っていることがわからない

ことがあるなど、コミュニ

ケーションの取り方にむずか

しさを感じていることが分か

ります。



（テーマ）認知症について
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アンケート結果

【問4】もし、あなたが認知症で困っているかもしれない人を見か
けたら、どうしますか？

12

2

13

17

14

0 5 10 15 20

⑤ どうしたらいいか分から

なくて、そのまま通り過ぎ

てしまう

④ その場を離れないで、安

全な場所から見守る

③ 近くの交番（おまわりさ

ん）やお店の人に知らせる

② 大人の人に助けを求めに

行く

① やさしい声で話しかけて

みる
話しかけてみる以外にも、大

人の人に助けを求めに行く、

交番やお店の人に知らせるな

ど、ひとりで判断することが

むずかしいと感じていること

が分かりました。



（テーマ）認知症について
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アンケート結果

【問5】もし、あなたのおじいちゃんやおばあちゃんが認知症に
なったら、どんなことをしてあげたいですか？(いくつでも)

37

26

18

19

31

0 10 20 30 40

⑤ そばにいてあげる

④ ご飯を作ったり、お掃除

をしたり 、 お手伝いをす

る

③ 昔の写真やアルバムを一

緒に見て、思い出のお話を

する

②一緒に散歩（さんぽ）し

たり、お買い物に行ったり

する

①たくさんお話をするたくさんお話をする、そばに

いてあげる、お手伝いをする

などの意見が多く見られまし

た。

（自由意見）

・すでに認知症になっているので、
よく話はしている。

・優しくしたい



（テーマ）認知症について
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アンケート結果

【問6】認知症になった人も、やりたいことやできることがたくさんあって、自分らしく暮
らすことができます。認知症について「かわいそう」とか「こわい」と思ってい
る人がいるとしたら、みんなが正しく知るためにはどんなことをしたらいいと思
いますか？（いくつでも）

11

18

26

16

44

0 10 20 30 40 50

⑤ お家の人と認知症につい

てお話する時間を作る

④ 町の中に、もっとわかり

やすいポスターや看板を増

やす

③ 認知症の人と話したり、

一緒に活動したりする機会

（きかい）を作る

②認知症の人が出てくるマ

ンガやアニメ、映画を見る

①学校の授業でくわしく教

えてもらう
学校の授業でくわしく教えて

もらうとの意見が多く、ほか

にも、認知症の人と話をした

り、一緒に活動したいとの意

見がありました。



（テーマ）認知症について
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アンケート結果

【問7】認知症の人が自分らしく、安心して暮らすことができるように、わたし
たちができることはどんなことだと思いますか？（いくつでも）

15

32

33

0 5 10 15 20 25 30 35

③ 認知症について知ったこ

とを、周りの人にも教える

活動をする

② 認知症について学ぶ場所

（ばしょ）に参加してみる

① 困っていそうな人がいた

ら、勇気（ゆうき）を出し

て声をかけてみる

困っていそうな人がいたら勇

気を出して声をかけてみたり、

学ぶ場所に参加してみるとの

意見が多くありました。

（自由意見）

・友達に教える
・認知症になった人が集まって話し
合える場所を作る。

・その人がやりたいことを代わりに
やったり、助けてあげる

・認知症について調べる



（テーマ）認知症について
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アンケート結果

【問8】あなたの学校やまちで、認知症について学ぶ機会を増や
してほしいと思いますか？

①思う
43（74％）

学ぶ機会を増やしてほしいとの

意見が多くありました。

②思わない
2（4％）

③どちらでもない
13（22％）



（テーマ）認知症について
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アンケート結果

【問8-1】どんな方法で学んでみたいですか？

13

25

16
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28

0 5 10 15 20 25 30

⑤ インターネットや SNS

（インスタグラム・エック

スなど）で調べて学ぶ

④ ゲームや VRを使い、認

知症の人がどう見えた り、

感じるかを体験する

③ 認知症の人と会って、一

緒に活動するイベントに参

加する

② 認知症の人が出てくる映

画やアニメを見る

① 詳しい先生や、認知症の

人のお話を聞く
実際に、くわしい先生や、認

知症の人のお話を聞くことや、

ゲームやVRなどで認知症の世

界を体験をしてみたいとの意

見が多くありました。



（テーマ）認知症について
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アンケート結果

【問9】あなたの学校で、認知症の人が安心して暮らすことができるまちにする
ために、どんな活動ができそうだと思いますか？（いくつでも）

38

20

18

24

26

0 10 20 30 40

⑤ 学校の中で、認知症につ

いて考えたり話しあったり

する時間を作る

④ 認知症の人へ、手紙や

手作りのものを プレゼント

する

③ 近くの老人ホームなどに

行って、お年寄りの人たち

とお話する

② 認知症の人やその家族

（かぞく）を助けるための

募金（ぼきん）活動をする

① 認知症について調べたこ

とを、ポスターや学校の新

聞などでみんなに教える

認知症について話したり考え

る時間を作ったり、調べたこ

とをみんなに教えるなど、学

ぶ時間や機会をつくりたいと

の意見が多くありました。



（テーマ）認知症について

17

アンケート結果

【問10】認知症について、あなたがこれからもっと知りたいことや、考えてみた
いことは何ですか？（いくつでも）

19

24

30

32

33
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⑤ 認知症を治す方法や、病気

にならないための新しい研究

や、お医者さんの工夫について

④ どんなお手伝いができるの

か

③ 認知症にならないようにす

る方法や、今からできることに

ついて

② 認知症の人の家族は、どん

なことで困っていて、どんな助

けが必要なのか

①認知症になった人は、世界が

どんなふうに見えていて、どん

な気持ちでいるのか

認知症の人は世界がどんなふ

うに見えていてどんな気持ち

なのか、どのような助けが必

要なのか、などのほか、認知

症にならないようにする方法

についても、関心があること

が分かりました。



（テーマ）認知症について
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アンケート結果

【問11】認知症になった人も安心して暮らせるまちにするために、大事だと思う
ことは何ですか？

3

13
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16
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0 2 4 6 8 10 12 14 16 18

⑤ 認知症の人を助ける専門の

人（お医者さん 、介護士さん

など）を増やす

④ お年寄りの人たちと子ども

たちが一緒に遊んだりできるイ

ベントや活動を増やす

③ まちで困っている人を見か

けたときに、すぐ大人に知らせ

たり相談できる仕組みを作る

② 認知症の人やその家族が、

気軽に集まってお話したり、相

談できる場所をもっと増やす

①こどもから大人まで、みんな

が認知症について学べる時間を

もっと増やす
こどもから大人までが学ぶ

時間を増やす、大人にすぐ

に知らせる仕組みを作る、

気軽に相談できる場所を増

やすなどの意見が多く、学

ぶこと以外に、地域のサ

ポートの必要性もみえてき

ました。



（テーマ）認知症について
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アンケート結果

【問12】このアンケートをやってみて、認知症についてあなたの考
え方が少しでも変わりましたか？

①少し変わった
49（84％）

アンケートを通して、認知症に

ついての考え方が少し変わった

という意見が多くありました。
②変わらない

9（16％）



（テーマ）認知症について
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アンケート結果

【問12-1】「少し変わった」と答えた理由をおしえてください。

・今までは、認知症について名前は知っていたけど詳しくは分かっていなかったけどこの

アンケートを通して、認知症の人に少しでも安心して暮らせるようにお手伝いをしたり、

みんながもっと認知症のことをよく知りみんなでわかっていけたら良いなと思ったから。

・認知症は個人だけでなく、自分にもかかわってくることだと感じたから。

・認知症のことをあまりじっくり考えたことがなかったから、大変さは知らないけど、同

じ人間だから協力して助け合って、ちょっとだけでも、安心して一緒に暮らしたい。

・アンケートに答える中で、これまであまり意識してなかった認知症について考えるきっ

かけとなって、身近な問題だなと、意識がかわったから。

・自分の祖父や祖母が認知症になったときのことを想像したこともなく、初めて考えるこ

とが出来たから。

・認知症の人は自分が思っているより生活をする事が大変だという気づきがあった。

・認知症がこわいとかかなしいと思うのが正しくないという事が分かった。でも、どれが

正しいのか分からなかったので、自分で調べてみようと思います。

・こわいけど、困っている人がいたら声をかけてみようと思った

（主な意見）



（テーマ）認知症について
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アンケート結果

【問12-2】「変わらない」と答えた理由をおしえてください

・前からばあちゃんの認知症で色々知っている。

・認知症について知っていたから。

・特にない。

・周囲に認知症の親族がいて、少し大変なこともあるが、そこまでひどくはないため。

・最初から認知症をしらなかったから、知識を増やしたいとは思った。

・このアンケートでは特に認知症について知る事実は無いため、考え方は変わらない。

・わからない。

・認知症について詳しく知れなかったから。

・認知症は悪いことじゃないと元々知ってたから。

（主な意見）



アンケートのまとめ

22

アンケートへのご協力
ありがとうございました！

①認知症に対するイメージ
はじめは、認知症が「こわい」と思っていた人も、アンケートを通じて「自
分にできることを探したい」「寄りそいたい」といった、気持ちへの変化が
みられました。

②認知症の人にできること
特別なことでなくても、「たくさんお話をする」「そばにいてあげる」と
いった、相手の心に寄りそい、優しくしたいというような意見が多くみら
れました。

③もっと知るために
VR（バーチャル体験）などで、「認知症の人が見てる世界」を知ったり、
直接お話を聞いたりして、もっと学びたいという意欲が伝わりました。

認知症はだれにでも起こる可能性がある病気です。
これからも、地域で暮らすみんなが、より笑顔になれるまちにしていきたいですね。


